
出雲市商工業振興事業におけるにぎわい創出事業助成金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、自主的な取組により地域の特色を活した魅力ある商店街づくりの推進に寄与

することを目的として、にぎわい創出事業を行う者（以下「助成事業者」という。）に対し、出

雲商工会議所（以下「会議所」という。）が、予算の範囲内において助成事業者へ助成金を交付

することに関し必要な事項を定める。 

（助成事業等） 

第２条 助成金交付の対象となる事業（以下「助成事業」という。）は、組合等が前条に掲げる目

的に合致するイベント等のソフト事業をいう。ただし、夢フェスタ等出雲市および会議所の補助

を受けて実施する事業は対象としない。なお、平成２１年度以降継続して実施する事業にあって

は、３年を限度に助成事業とする。ただし、会議所会頭が特に継続性、必要性を認めた場合は継

続して助成事業とすることが出来る。 

２ 前項に掲げる組合等は、会議所会頭が認めた中心商店街および商店連合会、地区商工振興会等

とする。 

（助成金の額） 

第３条 助成金額は、助成事業の直接経費（ただし会議費は対象外）の１／２以内とし、上限金額

を２０万円とする。ただし、４年目以降の助成事業に関しては、助成事業の直接経費（ただし会

議費は対象外）の１／４以内とし、上限金額を１０万円とする。 

（助成金の交付申請） 

第４条 助成金の交付を受けようとする者は、助成金交付申請書（様式第１号）に必要書類を添え

て、事業開始の１ヵ月前までに、会議所会頭に提出するものとする。ただし、予算額に達し次第

締め切るものとする。 

（助成金の交付決定及び通知） 

第５条 会議所会頭は、前条により助成金交付申請書の提出があった場合、その内容を審査し、適

当と認めたときは、助成金交付決定書により交付決定を通知する。 

（実績報告） 

第６条 助成事業は、助成事業が完了した際に、その日から３０日を経過した日、又は、当年度の

３月３１日のいずれか早い日までに助成事業実績報告書（様式第２号）に必要書類を添えて会議

所会頭まで提出するものとする。 

（助成金の額の確定及び交付） 

第７条 会議所会頭は、前条の報告を受けた場合、報告書等の書類の審査を行いその報告に係る助

成事業の実施結果が助成金の交付決定及びこれに付した条件に適合すると認めたときは、交付す

べき助成金の額を確定し交付する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会議所会頭が別に定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 


